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(57)【要約】
　ヘッドライト等のためのライト・アセンブリであって
、ハウジングを有しており、ハウジングは、後方部及び
前方部を有しており、使用時には、ハウジングの前方部
から光が放射されるようになっている。透明または半透
明の光ガイドは、後方部から前方部に向かって延び、且
つ、ハウジングによって少なくとも部分的に囲まれてい
る。光ガイドは、その後方部で照明され、且つ、その長
さの少なくとも一部に沿って光を放射するように構成さ
れている。カット・ガラスまたはクリスタルのような外
観を得るための複数のフォーメーションが形成されてお
り、駐車ライト及びウェルカム・シーケンスの一部とし
て使用されている。
【選択図】　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ハウジングを有するライト・アセンブリであって、
　前記ハウジングは、後方部及び前方部を有しており、使用時には、前記ハウジングの前
記前方部から光が放射されるようになっており、
　前記ライト・アセンブリは、前記後方部から前記前方部に向かって延び、且つ、前記ハ
ウジングによって少なくとも部分的に囲まれた、透明または半透明の光ガイドをさらに有
しており、
　前記光ガイドは、その後方部で照明され、且つ、その長さの少なくとも一部に沿って光
を放射するように構成されているライト・アセンブリ。
【請求項２】
　前記ハウジングが反射性である請求項１に記載のライト・アセンブリ。
【請求項３】
　前記光ガイドの前記後方部を照明するように構成された光源を備えた請求項１または２
に記載のライト・アセンブリ。
【請求項４】
　前記光ガイドは、内面、外面、前方端、後方端、及び、前記前方端及び前記後方端の間
を延びる通路を有する管状である請求項１乃至３のいずれか１項に記載のライト・アセン
ブリ。
【請求項５】
　管状の前記光ガイドの前記後方端にリング状に配置された複数の光源からなるアレイを
有する請求項４に記載のライト・アセンブリ。
【請求項６】
　前記光ガイドは、その表面上／内に、その長さの少なくとも一部に沿って光を放射する
ための複数のフォーメーションが形成されている請求項１乃至５のいずれか１項に記載の
ライト・アセンブリ。
【請求項７】
　前記複数のフォーメーションは、複数のノッチ、複数のくぼみ、複数の隆起部、複数の
溝、及び／または、複数のファセットである請求項６に記載のライト・アセンブリ。
【請求項８】
　前記光ガイドの前記表面上／内の前記複数のフォーメーションは、前記光ガイドの前記
表面に形成された複数の溝、または、前記光ガイドの前記表面の艶消しの複数の線である
請求項７に記載のライト・アセンブリ。
【請求項９】
　前記複数のフォーメーションは、前記光ガイドの前記表面に十字模様を形成している請
求項６乃至８のいずれか１項に記載のライト・アセンブリ。
【請求項１０】
　前記光ガイドの一方の表面には、第１のタイプの前記複数のフォーメーションが形成さ
れており、
　前記光ガイドの他方の表面には、第２のタイプの前記複数のフォーメーションが形成さ
れている請求項１乃至９のいずれか１項に記載のライト・アセンブリ。
【請求項１１】
　前記一方の表面の前記第１のタイプの前記複数のフォーメーションは、複数の溝であり
、
　前記他方の表面の前記第２のタイプの前記複数のフォーメーションは、複数のファセッ
トである請求項１０に記載のライト・アセンブリ。
【請求項１２】
　前記複数のファセットは、前記光ガイドの前記表面から延びる複数のピラミッド形フォ
ーメーションによって形成されている請求項１１に記載のライト・アセンブリ。
【請求項１３】
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　前記光ガイドの厚みは、前記後方部からその前方部に向かうにしたがって減少するよう
に構成されている請求項１乃至１２のいずれか１項に記載のライト・アセンブリ。
【請求項１４】
　前記後方部から前記前方部に向かうにしたがってフレア状に広がるように構成されてい
る請求項１乃至１３のいずれか１項に記載のライト・アセンブリ。
【請求項１５】
　前記ハウジングの前記後方部には、メイン・ビーム・バルブ、ディップ・ビーム・バル
ブまたはマトリックス・モジュールのような主光源を収容する開口部が形成されている請
求項１乃至１４のいずれか１項に記載のライト・アセンブリ。
【請求項１６】
　主光源、及び、前記光ガイドの前記後方部を照明する光源を備え、
　前記光ガイドの前記後方部を照明する光源は、補助光源である請求項１５に記載のライ
ト・アセンブリ。
【請求項１７】
　透明／半透明の前記光ガイドは、着色されている請求項１乃至１６のいずれか１項に記
載のライト・アセンブリ。
【請求項１８】
　透明／半透明の前記光ガイドは、プラスチック材料から形成されている請求項１乃至１
７のいずれか１項に記載のライト・アセンブリ。
【請求項１９】
　前記光ガイドは、２段階射出成形プロセスによって射出成形されている、または、前記
複数のフォーメーションは、前記光ガイドに対して機械加工されている請求項１乃至１８
のいずれか１項に記載のライト・アセンブリ。
【請求項２０】
　前記光ガイドは、その長さに沿って、前記後方部の前記光源から受けた光の少なくとも
５０％を放射するように形成されている請求項１乃至１９のいずれか１項に記載のライト
・アセンブリ。
【請求項２１】
　車両用ライト・アセンブリであり、特に、ヘッドライト・アセンブリまたはテールライ
ト・アセンブリ等の外部車両用ライト・アセンブリである請求項１乃至２０のいずれか１
項に記載のライト・アセンブリ。
【請求項２２】
　前記光ガイドは、駐車ランプである請求項１乃至２１のいずれか１項に記載の光ガイド
。
【請求項２３】
　請求項１乃至２２のいずれか１項に記載のライト・アセンブリを備えた自動車。
【請求項２４】
　ライト・アセンブリの作動方法であって、
　前記ライト・アセンブリは、ハウジングと、光ガイドと、光源とを備えており、
　前記ハウジングは、後方部及び前方部を有しており、使用時には、前記ハウジングの前
記前方部から光が放射されるようになっており、
　前記光ガイドは、透明または半透明であり、前記後方部から前記前方部に向かって延び
、且つ、前記ハウジングによって少なくとも部分的に囲まれており、
　前記光ガイドは、その後方部で照明され、且つ、その長さの少なくとも一部に沿って光
を放射するように構成されており、
　前記光ガイドの前記後方部には、前記光源が配置されており、
　当該方法では、光が前記光ガイドの長さに沿ってゆっくり進むように見えるように、前
記光源から供給される光の強度を徐々に強めることを特徴とするライト・アセンブリの作
動方法。
【請求項２５】
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　前記ライト・アセンブリは、請求項１乃至２３のいずれか１項に記載のライト・アセン
ブリである請求項２４に記載のライト・アセンブリの作動方法。
【請求項２６】
　前記光ガイドを照明する前記光ガイドの前記後方部に配置された前記光源は、複数の光
源からなるアレイであり、
　前記光の強度を強めるために、点灯させる前記複数の光源の数を増加させる請求項２４
または２５に記載のライト・アセンブリの作動方法。
【請求項２７】
　３秒から１０秒の間に、徐々に前記光の強度を強める請求項２４乃至２６のいずれか１
項に記載のライト・アセンブリの作動方法。
【請求項２８】
　徐々に前記光の強度を弱めることをさらに含む請求項２４乃至２７のいずれか１項に記
載のライト・アセンブリの作動方法。
【請求項２９】
　前記光源から供給される前記光の強度を徐々に強め、
　次に別の光源を点灯させ、
　次に前記光源から供給される前記光の強度を徐々に弱める請求項２８に記載のライト・
アセンブリの作動方法。
【請求項３０】
　請求項１乃至２４のいずれか１項に記載の光ガイドの形成方法であって、
　２段階射出成形プロセスを含み、
　前記光ガイドの本体部は、第１の射出成形ステップで形成され、
　前記本体部の少なくとも一方の表面上の複数のフォーメーションは、第２の射出成形ス
テップで形成される光ガイドの形成方法。
【請求項３１】
　第１のタイプの複数のフォーメーションが、一方の表面に形成され、
　第２のタイプの複数のフォーメーションが、他方の表面に形成される請求項３０に記載
の光ガイドの形成方法。
【請求項３２】
　一方の表面の複数の溝は、前記第１の射出成形ステップで形成され、
　対向面のファセットは、前記第２の射出成形ステップ形成される請求項３１に記載の光
ガイドの形成方法。
【請求項３３】
　請求項１乃至２４のいずれか１項に記載の車両用ライト・アセンブリの形成方法であっ
て、
　一方の表面に第１のタイプの複数のフォーメーションを有するように、且つ、他方の表
面に第２のタイプの複数のフォーメーションを有するように光ガイドを機械加工する車両
用ライト・アセンブリの形成方法。
【請求項３４】
　添付の図面を参照して本明細書に実質的に記載された車両用ライト・アセンブリ、光ガ
イド、ライト・アセンブリの作動方法、または、光ガイド若しくは車両用ライト・アセン
ブリの形成方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、車両用のライト・アセンブリに関するものであり、それに限定されないが、
特に、自動車用外部ライト・アセンブリ、特に、ヘッドライト・アセンブリまたはテール
ライト・アセンブリに関するものである。また、本発明は、このようなライト・アセンブ
リの作動方法及びこのようなライト・アセンブリの形成方法に関するものでもある。
【背景技術】
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【０００２】
　自動車用ライト・アセンブリ（Automotive light assemblies）は、典型的には、ハロ
ゲン・バルブ若しくはキセノン・バルブ（halogen or xenon bulb）等、または、ＬＥＤ
マトリックスが後方に配置される（sits behind）マトリックス・モジュールである交換
可能な主光源用の開口部を備えている。一般的な円錐形の反射ハウジング（または"リフ
レクタ（reflector）"）は、外部に向かって光を向けるため、主光源（main light sourc
e）の周囲に配置され、また、透明（または半透明）のフロント・レンズが反射ハウジン
グ（reflective housing）の前方に配置されて、アセンブリがふさがれている。
【０００３】
　同フロント・レンズの後に追加の複数の光源を配置してもよく、メイン・ビーム－バル
ブ（main beam-bulb）、ディップ・ビーム－バルブ（dipped beam-bulb）、及び、インジ
ケータ・バルブ（indicator bulb）等の異なる光源からの光をガイドするため、様々な形
状の反射ハウジングを備えていてもよい。ＬＥＤ技術の出現により、複数のＬＥＤのマト
リックスによって様々な形状を形成することができる。例えば、昼間走行用ライト（dayl
ight running lights）／駐車ライト（park lights）は、車両の部品の形状と合った、ま
たは、形状を強調した、より好ましい形状とすることができる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　特に、高級自動車市場では、自動車用ライト／ライト・アセンブリが、新規な形態をと
り、追加の機能を発揮することが望ましい。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明の第１の態様によれば、ハウジングを有するライト・アセンブリであって、ハウ
ジングは、後方部（rear）及び前方部（front）を有しており、使用時には、ハウジング
の前方部から光が放射されるようになっており、ライト・アセンブリは、後方部から前方
部に向かって延び、且つ、ハウジングによって少なくとも部分的に囲まれた、透明または
半透明の光ガイド（light guide）をさらに有しており、光ガイドは、後方部で照明され
、且つ、その長さの少なくとも一部に沿って光を放射する（emit）ように構成されている
ライト・アセンブリを提供する。
【０００６】
　光がその長さに沿って放射される光ガイドを提供することで、所望のパターンの光のフ
ォーメーションを可能にすることができる。特に、光ガイドの長さに沿って光を放射する
ことで、複数のＬＥＤの多くのパターンに欠けている、深さ（depth）と３次元性（three
 dimensionality）を有する外観を与えることができる。
【０００７】
　ハウジングは、反射性であってもよい。反射ハウジングは、高光沢仕上げ（high-gloss
 finish）でも、鏡面仕上げ（mirrored）でもよい。
【０００８】
　ライト・アセンブリは、光ガイドの後方部を照明するように構成された光源を備えてい
てもよい。
【０００９】
　光ガイドは、内面、外面、前方端、後方端、及び、前方端及び後方端の間を延びる通路
を有する管状（tubular）であってもよい。
【００１０】
　管状形状は、特にカット・ガラス（cut glass）やクリスタルを喚起し、特に、珍しい
、魅力的な光のパターンを示すことができる。
【００１１】
　光源は、管状の光ガイドの後方端にリング状に配置された複数の光源からなるアレイを
有していてもよい。光源は、複数のＬＥＤであってもよい。
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【００１２】
　光ガイドには、その表面上／内に、その長さの少なくとも一部に沿って光を放射するた
めの複数のフォーメーション（formations）が形成されていてもよい。
【００１３】
　光ガイドの表面上／内の複数のフォーメーションは、光ガイドの表面に形成された複数
の溝、または、光ガイドの表面の艶消しの複数の線（lines frosted on a surface of th
e light guide）であってもよい。複数の溝は、Ｖ字型であってもよい。複数の溝または
複数の線は、使用時に使用者の方に向いた面、すなわち、ハウジングと隣接して配置され
ている管状光ガイドの径方向内面に形成されていてもよい。
【００１４】
　複数のフォーメーションは、光ガイドの表面に十字模様を形成していてもよい（criss-
cross the surface of the light guide）。
【００１５】
　光ガイドは、一方の表面（例えば、管状光ガイドの内面）に、第１のタイプの複数のフ
ォーメーションが形成されていて、他方の表面（例えば管状光ガイドの外面）に、第２の
タイプの複数のフォーメーションが形成されていてもよい。
【００１６】
　放射される光のパターンが、カット・ガラスを通る光のパターンを再現するように、一
方の表面の第１のタイプの複数のフォーメーションは、複数の溝（grooves）であって、
他方の表面の第２のタイプの複数のフォーメーションは、複数のファセット（facets）で
あってもよい。
【００１７】
　複数のファセットは、光ガイドの表面から延びる複数のピラミッド形フォーメーション
（pyramidal formations）によって形成されていてもよい。
【００１８】
　複数のフォーメーションは、複数のノッチ（notches）、複数のくぼみ（dimples）、複
数の隆起部（bumps）等であってもよい。
【００１９】
　光ガイドの厚みは、後方部から前方部に向かうにしたがって減少するように構成されて
いてもよい。
【００２０】
　光ガイドは、後方部から前方部に向かうにしたがってフレア状に広がるように（flare
）構成されていてもよい。
【００２１】
　ハウジングの後方部には、メイン・ビーム・バルブ、ディップ・ビーム・バルブまたは
マトリックス・モジュールのような主光源を収容する開口部が形成されていてもよい。ま
た、ライト・アセンブリは、そのような主光源を備えていてもよい。光ガイドの後方部を
照明する光源は、補助光源（auxiliary light source）であってもよい。
【００２２】
　透明／半透明の光ガイドは、着色されていてもよい（tinted）。典型的には、クリスタ
ルのような外観を呈するようにするために、青または緑に着色されていてもよい。
【００２３】
　透明／半透明の光ガイドは、プラスチック材料から形成されていてもよい。光ガイドは
、射出成形（injection moulded）によって形成されていてもよい。典型的には、２段階
射出成形プロセス（two-stage injection moulding process）によって形成されていても
よい。代わりに、複数のフォーメーションは、光ガイドに対して機械加工（machined）さ
れていてもよい。
【００２４】
　光ガイドは、その長さに沿って、後方部の光源から受けた光の少なくとも５０％を放射
するように形成されていてもよい。光ガイドは、その長さに沿って、後方部の光源から受
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けた光の全てを放射するように形成されていてもよい。
【００２５】
　光ガイドの前方部からではなく、主に長さに沿った光の放射は、後方部からの光の相当
量が光ガイドを通って、前方部から放射される場合よりも、カット・ガラスまたはクリス
タルの外観をより明瞭にする。
【００２６】
　光ガイドは、ＰＭＭＡ（ポリ（メタクリル酸メチル））から形成されていてもよい。
【００２７】
　光ガイドは、ハウジングによって完全に囲まれていてもよい。光ガイドは、ハウジング
と隣接して配置されていてもよい。典型的には、光ガイドは、ハウジングの長さに沿って
隣接して配置されていてもよい。
【００２８】
　ライト・アセンブリは、車両用ライト・アセンブリであってもよく、特に、ヘッドライ
ト・アセンブリまたはテールライト・アセンブリ等の外部車両用ライト・アセンブリであ
ってもよい。光ガイドは、駐車ランプであってもよい。
【００２９】
　本発明の第２の態様によれば、上述の（好ましい態様のいずれかを含む）ライト・アセ
ンブリを備えた自動車を提供する。典型的には、上述のヘッドライト及び／または駐車ラ
イトを備えた自動車を提供する。
【００３０】
　本発明の第３の態様によれば、ライト・アセンブリの作動方法であって、ライト・アセ
ンブリは、ハウジングと、光ガイドと、光源とを備えており、ハウジングは、後方部及び
前方部を有しており、使用時には、ハウジングの前方部から光が放射されるようになって
おり、光ガイドは、透明または半透明であり、後方部から前方部に向かって延び、且つ、
ハウジングによって少なくとも部分的に囲まれており、光ガイドは、その後方部で照明さ
れ、且つ、その長さの少なくとも一部に沿って光を放射するように構成されており、光ガ
イドの後方部には、光源が配置されており、当該方法では、光が光ガイドの長さに沿って
ゆっくり進むように見えるように、光源から供給される光の強度を徐々に強めることを特
徴とするライト・アセンブリの作動方法を提供する。
【００３１】
　ライト・アセンブリは、好ましい特徴のいずれかまたはすべてを含む、本発明の第１ま
たは第２の態様によるライト・アセンブリであってもよい。
【００３２】
　光ガイドを照明する光ガイドの後方部に配置された光源は、複数の光源からなるアレイ
（例えば、複数のＬＥＤ）であってもよい。そして、光の強度を強めるため、点灯させる
複数の光源の数を増加させてもよい。代わりに、例えば、パルスの持続時間を変化させる
ことによって、１つのまたは各光源からの光の強度を徐々に強めるようにしてもよい。
【００３３】
　３秒から１０秒の間に、徐々に光の強度を強めるようにしてもよい。徐々に（例えば、
３秒から１０秒の間に）光の強度を弱めることをさらに含んでもよい。
【００３４】
　本方法は、光源から供給される光の強度を徐々に強め、次に別の光源（例えば、昼間走
行用ライト）を点灯させ、次に光源から供給される光の強度を徐々に弱めることを含んで
もよい。
【００３５】
　本方法は、ウェルカム・シーケンス（welcome sequence）であってもよく、光ガイドは
、駐車ライトとして機能してもよい。
【００３６】
　本発明の第４の態様によれば、本発明の第１の態様の光ガイドの形成方法であって、２
段階射出成形プロセスを含み、光ガイドの本体部は、第１の射出成形ステップで形成され
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、本体部の少なくとも一方の表面上の複数のフォーメーションは、第２の射出成形ステッ
プで形成される光ガイドの形成方法を提供する。
【００３７】
　第１のタイプの複数のフォーメーションが、一方の表面に形成され、第２のタイプの複
数のフォーメーションが、他方の表面に形成されてもよい。典型的には、一方の表面の複
数の溝は、第１の射出成形ステップで形成され、対向面のファセットは、第２の射出成形
ステップで形成されてもよい。
【００３８】
　本発明の第１の態様のライト・アセンブリは、好ましい特徴のいずれかまたはすべてを
含んでもよい。
【００３９】
　この２段階射出成形によって、光ガイドの本体の沈下（sinking）または変形（deforma
tion）を防止することができる。なぜなら、その工程において、大きなフォーメーション
が形成されていないからである。このことにより、厚い、ガラス状の形状が維持され、第
２のフォーメーション形成ステップで複数の鋭い縁部（sharp edges）が形成される。
【００４０】
　代わりに、本発明の第５の態様では、車両用ライト・アセンブリの形成方法であって、
一方の表面に第１のタイプの複数のフォーメーションを有するように、且つ、他方の表面
に第２のタイプの複数のフォーメーションを有するように光ガイドを機械加工する車両用
ライト・アセンブリの形成方法を提供する。
【００４１】
　ライト・アセンブリは、本発明の第１の態様または第２の態様によるライト・アセンブ
リの好ましい特徴のいずれかまたはすべてを含んでもよい。
【００４２】
　本発明をはっきりと理解するために、本発明の実施の態様を、例として、添付の図を参
照して示す：
【図面の簡単な説明】
【００４３】
【図１】本発明によるライト・アセンブリを通る部分断面等角図である。
【図２】図１のライト・アセンブリの部分断面等角図であるが、光ガイドの表面を示して
いないので、裏面の形状が見える図である。
【図３】概略的に図示された光源と共に示した、図１のライト・アセンブリの簡略断面図
である。
【図４ａ－ｂ】図１乃至図３の光ガイドを製造するためのツールを概略的に示す図である
。
【図５】ライト・アセンブリの他の部品がない場合の、本発明の第２の実施形態の光ガイ
ドの斜視図を示す。
【発明を実施するための形態】
【００４４】
　図１乃至図３を参照すると、自動車１には、ライト・アセンブリ２が備えられている。
ライト・アセンブリ２は、ボディ・パネル３内の開口部内に設けられている。本実施の形
態では、ライト・アセンブリ２は、車両の前方に配置されたヘッドライト・アセンブリで
ある。
【００４５】
　ライト・アセンブリ２は、透明なフロント・レンズ４を備えている。フロント・レンズ
４は、ポリカーボネート等、どのような素材からなっていてもよい。フロント・レンズ４
は、自動車１のボディに取り付けられている。この特定の実施の形態では、装飾的（例：
クロム（chrome））リング５がレンズ４の前方を取り囲んでいる。
【００４６】
　レンズ４の後方には、周辺に、昼間走行用ランプ６が配置されている。昼間走行用ラン
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プ６は、管状の導光リング８の後ろにアレイ状に配置された光源７を含んでいる。導光リ
ング（light guiding ring）８は、注意を引くため、光源７が配置された後方から前方へ
光をガイドするように構成されている。この導光リング８は、その長さに沿った損失なし
に、リングを通る光の通過を確実にするように設計されている。そして、このような損失
を避けるために、その内周面および外周面に反射コーティングを施すことができる。
【００４７】
　昼間走行用ランプ６の径方向内側には、略円錐台形状の管状反射ハウジング（generall
y frustoconical tubular reflective housing）９が配置されている。反射ハウジングは
、光を反射するように、黒色の高光沢プラスチック（例えばＡＢＳ（アクリロニトリル・
ブタジエン・スチレン）プラスチックまたはＰＣ（ポリカーボネート）でできている。反
射ハウジングは、鏡のように反射する（mirrored）必要はないが、異なる色の反射要素（
reflective elements）を含むことができる。ライト・アセンブリにしばしば採用される
複雑な形状のために、略円錐台形であるが、反射ハウジング９の頂部は外側に向かってフ
レア状に広がっており、底部は頂部と比較すると真っ直ぐであり、底部は頂部よりも長い
。略円錐台形状の管状反射ハウジング９の前方は、部分円筒形領域で終わっている。開口
部は、管状の反射ハウジング９の後部に設けられている。
【００４８】
　反射ハウジング９内には、ハウジングに隣接し、且つ、ハウジングによって囲まれた、
管状光ガイド１０が配置されている。管状光ガイド１０は、ＰＭＭＡで形成されており、
管状光ガイド１０の形状も略円錐台形状である。管状光ガイド１０は、反射ハウジング９
の形状にしたがって、後方の開口部から前方のレンズ４に向かって延びている。
【００４９】
　長さに沿って損失を最小限にして光を後方から前方に導くことを目的とする昼間走行用
ランプ６の光ガイド・リングとは対照的に、管状光ガイド１０は意図的にその長さに沿っ
て光を放射するように形成されている。
【００５０】
　この目的のために、管状光ガイド１０の後方部には、対応する光源１２から光を受ける
環状後部面（annular rear surface）１１を備えている。光源１２は、環状後部面１１に
光を向けるように配置されたアレイの複数のＬＥＤから形成されている。他方、管状光ガ
イド１０の前面は、縁部１３に向かって先細る（tapers）ようになっている。
【００５１】
　環状後部面１１上には、光源１２から受けた光を拡散する複数のファセットが設けられ
ている。
【００５２】
　管状光ガイド１０の長さに沿って、管状光ガイド１０の径方向内面１４及び径方向外面
１５には、光を反射し、管状光ガイド１０の長さに沿って光を放射する複数のフォーメー
ションが形成されている。特に、径方向内面１４には、光ガイドを後方近くから前方に向
かって斜めに横切って延びる一連の十字交差溝（criss-crossing grooves）１６が設けら
れている。
【００５３】
　一方、図２に最もよく示されている径方向外側の表面には、複数のファセット１７が設
けられている。複数のファセット１７は、適切に複数の溝１６の裏（behind）に並び、カ
ット・ガラス／クリスタルのような外観を与える複数のピラミッド形フォーメーションを
形成する鋭い角を有している。
【００５４】
　管状光ガイド１０は、図４ａ及び図４ｂを参照して概略的に示される２ショット射出成
形プロセスによって、青色着色ポリカーボネートから形成されている。図４ｂに示されて
いるように、第１の金型１８は、光ガイド本体の形状のチャンバ１９内に溶融プラスチッ
ク（molten plastic）を収容する。金型は光ガイドに複数の溝１６を形成する複数の突起
２０を有するが、チャンバの反対側（外側）の面はピラミッド部分の形状を含まない。そ
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の代わり、第１の射出成形ステップで形成される本体は、比較的均一な形状を有している
。これによって、フォーメーションの反対側の面を冷却する際に生じる可能性のある沈下
または変形を防止することができる。
【００５５】
　第１のステップで本体が形成されると、図４ｂに示す第２の金型２１が光ガイド本体を
受ける。第２の金型２１の内面は、光ガイド本体の内面と正確に一致するが、金型の反対
面は、ピラミッド形フォーメーションに対応する凹部２２を有する余分な空間を含む。こ
のようにして、溶融プラスチックを追加の空間に注入し、凹部が充填され、ピラミッド形
フォーメーションを形成する。これらの部品の深さは様々であるが、溶融プラスチックが
すでに成形された本体に付着するため、沈み込みがなく、ファセット上に鋭い角を形成す
ることができ、最終モールド（final mould）が形成される際に接合線（join line）は現
れない。このことによって、特に後ろから照明された場合、カット・ガラス／クリスタル
のように見えるようになる。
【００５６】
　管状光ガイド１０の径方向内側には、ヘッドライト用のメイン・ヘッドライト・ガイド
２３が設けられており、その後方部には、複数のＬＥＤのマトリックス２４が配置されて
いる。複数のＬＥＤのマトリックス２３は、マトリクス内の異なる複数のＬＥＤを点灯さ
せて、ヘッドライト・ガイド２３の前方から出る光の量および方向を変えることができる
ように配置されている。しかしながら、リング６と同様、ヘッドライト・ガイド２３は、
ガイド２３の後方から入る光が前方を通って出て、長さに沿って失われないように意図的
に形成されている。これは、全内部反射（total internal reflection）を達成するため
に、メイン・ヘッドライト・ガイド２３の光学特性を調整することによって達成すること
ができる。
【００５７】
　使用時には、本発明のライト・アセンブリは、ライトのスイッチをオンにする等の手動
操作による、または、受光センサ等からの自動のセンサ応答（automatic, sensory respo
nse）による車両３内の車載コンピュータ（図示せず）からの信号に対する応答として、
複数のＬＥＤのマトリックス２４を点灯させることによって、ヘッドライトとして作動す
る。同様に、昼間走行用ランプ６は、車載コンピュータから受信した信号に対する応答と
して点灯する。信号は、手動によってもよく、または、使用者からドアロック解除信号（
door-unlock signal）を受信する、若しくは、イグニション（ignition）内で鍵を回すこ
との自動応答によってもよい。照明されるマトリックス２４内のＬＥＤの数、すなわち、
ヘッドライト・ガイド２３を出る光の強度は、入力に応じて変化させることができる。し
たがって、このヘッドライトは、メイン－ビーム機能及びディップ・ビーム機能の両方を
有することができる。
【００５８】
　光ガイド１０を照明するために照射される光源１２内のＬＥＤの数も、変化させること
ができ、ゆえに、強度も変化させることができる。本発明の方法では、これは、光ガイド
１０の長さに沿った光の動的な動きの光学的効果（optical effect）を得るために行われ
る。したがって、遠隔制御（remote control）からのロック解除信号または警報信号を受
信したことに基づく車載コンピュータからの信号に応じて、ウェルカム・シーケンスを実
行することができる。ウェルカム・シーケンスは、最初は光源内の比較的少数のＬＥＤを
照射させ光強度を低くする。これは、光源１２から放射される光の大部分が、光源１２が
配置されている後方近くの光ガイド１０の内面内の溝を通って出ることを意味している。
徐々に、例えば、３秒～１０秒の間に、照明するＬＥＤの数及び光強度を増加させると、
運転者を歓迎して、光がゆっくり動的に前方に向かって、また、外に向かって動くように
見える。全てのＬＥＤが照明した状態になると、昼間走行用ランプ６を照明し、管状光ガ
イド１０の後方に向かって内側にフェード・バックする（fading back）効果を生じさせ
るため、光源１２からの光の強度を０にまで減少してもよい。
【００５９】
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　カット・ガラス／クリスタルの外観と組み合わされることで、この効果は著しく三次元
的であり、引っ込められる前に握手のために手を伸ばす、または、運転者を歓迎するあい
さつ（bow）を呼び起こす。
【００６０】
　代替モードでは、自動車がオフになるまで、複数のＬＥＤは点灯したままであってもよ
く、自動車がスイッチ・オフになった時点で、昼間走行用ランプ６をスイッチ・オフにし
てもよい。続いて、運転者または乗客が自動車を離れるのに十分な時間（例えば、１０秒
から３分）において、光源１２によって照明される光を徐々に（例えば、３～１０秒にわ
たって）減少させ、自動車から降りる（withdrawal）効果を生じさせるようにしてもよい
。
【００６１】
　光源１２から出力され、管状光ガイド１０を通る光は、駐車ライトとしても作用する。
したがって、自動車がスイッチ・オフになっているが、駐車ライトが選択された状態の場
合には、光を徐々に減少させるのではなく、光源１２によって光が放射され続け、ヘッド
ランプ内でクリスタル効果が示される。
【００６２】
　図５に示した本発明のライト・アセンブリ用の光ガイド１１０の第２の実施の形態は、
第１の実施の形態と似ており、同様の反射ハウジング（図示せず）内に収納される。管状
光ガイド１１０も、略円錐台形状であり、反射ハウジングの形状に従って、後方の開口部
から前方のレンズ４に向かって延びている。しかしながら、光ガイド１１０の後部１０１
のより実質的な部分は、管状でほぼ一定の直径を有しており、一方で、光ガイド１１０の
全長の約半分だけがフレア部（flared portion）１０２を構成している。また、管状光ガ
イド１１０の前方部は、鋭い縁部１１３に向かって先細るようになっている。
【００６３】
　管状光ガイド１１０は、その長さに沿って光を放射するように意図的に形成されている
。したがって、管状光ガイド１１０の後方部には、対応する光源（図示せず）からの光を
受ける環状後部面１１１も設けられている。環状後部面１１１上には、光源から受け取っ
た光を拡散させるための複数のファセット１０３が設けられている。
【００６４】
　管状光ガイド１１０の長さに沿って、管状光ガイド１１０の径方向内面１１４及び径方
向外面１１５には、光を反射し、管状光ガイド１１０の長さに沿って光を放射する複数の
フォーメーションが形成されている。特に、径方向内面１１４には、Ｖ字型の断面を有し
、フレア部１０２が管状部１０１と交差する領域から、前方の鋭い斜面となった縁部（sh
arp bevelled edge）１１３まで、光ガイドを横切って斜めに延びる一連の十字交差溝１
１６が設けられている。
【００６５】
　径方向外面には、また、鋭い角を有する複数のファセット１１７が設けられている。複
数のファセット１１７は、適切に複数の溝１６の裏に並び、カット・ガラス／クリスタル
のような外観を与える複数のピラミッド形フォーメーションを形成する鋭い角を有してい
る。
【００６６】
　上記実施の態様は、例示としてのみ説明されている。添付の請求の範囲に定めたように
、本発明の範囲を逸脱することなく、多くの変形例が可能である。
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